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タイトル 

姿勢連鎖可動域は座位ランププッシュ（斜面にある物体を押す）時の筋活動に影響を及ぼす

か？ Does postural chain mobility influence muscular control in sitting ramp 

pushes?👈PubMed へ Le Bozec S et al：Exp Brain Res. 2004 Oct;158(4):427-37. Epub 2004 

Jun 10 

  

内 容 

なぜこの論文を読もうと思ったか？ 

•一般的な「運動連鎖」とは異なる「姿勢連鎖（動作時の筋活動のつながり）」に興味があり、論

文上でどのように実証されているのか知りたかったため。 

  

•また、筋活動が実際どのようにつながるのかの知識があれば、動作分析やハンドリングに活かせ

ると思ったため 

  

Introduction 

•この論文では姿勢連鎖は予測的姿勢調整機能とほぼ同義で、随意運動時（例えば座位で肩関節を

屈曲する）に予想される身体の乱れに対する準備運動（体幹伸展筋の筋緊張亢進など）のことを

表している。 

https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/15197526
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/15197526


  

•姿勢連鎖可動域とは姿勢連鎖に必要な動的な関節可動域のことで、本研究の目的は、脊柱の可動

性が減少する仙骨座りと可動性が向上する座骨座りで姿勢連鎖に違いが出るかを確かめることで

ある 

  

方 法 

•健常成人 7 名に対し、座位での前方ランププッシュ（斜面上の物を押す）を仙骨座りと座骨座り

で比較した。 

  

•アウトカムは押す力（N、ニュートン）と表面筋電図による筋の発火時間（ミリ秒）。 

  

結 果 

•座骨座りの方が仙骨座りより有意に押す力が強かった（図）。 

  

•座り方による発火時間の有意な差はなく、収縮する筋の順番はどちらの座り方も同じだった。姿

勢筋が主動作筋より速く活動し始めていた（表） 



 （Le Bozec S et al：2004）👈PubMed へ 

  

  

  

興味深かったこと 

•座位での骨盤アライメントが違うと、筋収縮のタイミングや収縮する筋に違いが出るのではない

かと予想していたが、両群同じ結果であることが意外だった 

  

https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/15197526


•ただ、標準偏差の値が大きい印象であり、個々のばらつきが結果に影響している可能性を考慮し

なければならないと思った 

  

  

  

私見・明日への臨床アイデア 

•座骨に荷重し骨盤が前傾位であることが上肢随意運動の筋収縮力を高めることがわかり、座位時

の骨盤前傾位の重要性を再認識した。 

  

•下腿から徐々に上行性に筋収縮が入り、上肢の運動が生じることが表よりわかる。臨床でのハン

ドリングはその性質上、主観的な評価になってしまうが、本研究によってハンドリングの技術を

客観的に裏付けることができるのではないか 
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